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第３章　市域全体のまちづくり計画と地域まちづくり計画の視点
新総合計画において、「私たちの政府」が創る藤沢づくりは、基本構想の理念

を受け、「ふじさわ未来課題」の実現をテーマとして計画策定を進めます。この
計画が具体的に進んでいるかを点検するための目標や指標値などによる基本的な
方向性を示したものが、市域全体のまちづくり計画と地域まちづくり計画です。

基本構想で示された地域分権の視点に基づき、基本計画では、地域経営会議と
市民センター・公民館が連携して地域まちづくりの方向性を明らかにした「地域
まちづくり計画」によって、自助、共助、公助によって、地域づくりを進めてい
くことが位置づけられています。

また、市域全体では、将来予測等を踏まえ、藤沢づくりの具体の方向性を示し
た、自助、共助、公助によって、進めていく「市域全体のまちづくり計画」が位
置づけられています。

この市域全体の藤沢づくりの具体の方向性を示した、「市域全体のまちづくり
計画（マスタープラン）」と地区の特性を活かした地区別の「地域まちづくり計
画（ローカルプラン）」は、両輪となって、メッシュ構造の仕組みによって、藤
沢づくりを進めていきます。

メッシュ構造の仕組みによる藤沢づくりの基本となるのは「ふじさわ未来課題」
です。「ふじさわ未来課題」は、将来像を実現するための９つの「藤沢づくりの
めざす方向性」と３つの活動領域を具体化したものであり、これを市域全体と地
区別に「ふじさわ未来課題」を深掘りし、重み付けを行い、「重点・ふじさわ未
来課題」として抽出しました。

今後、市域全体と地区ごとに「重点・ふじさわ未来課題」の実現のための活動
を進めていきますが、計画策定、活動、評価・見直しを行う上で、市域全体と地
区は常に「ふじさわ未来課題」を共有し、連携を進めるための前提とします。

そのため、「重点・ふじさわ未来課題」は、別紙表に示すように、全市域と地
域が連携して取り組む課題、地域の個性や特長をふまえ、地区ごとに単独で取り
組む課題、市域全体を対象に取り組む課題、地区と地区が連携して取り組む課題
等に整理し、目標や政策、まちづくり活動が位置づけられ、メッシュ構造の仕組
みによって藤沢づくりの整理がされています。

このような、メッシュ構造の仕組みによるまちづくり計画を支える基本となる
考えは「新しい公共」と「地域分権」です。

したがって、基本計画では、市民、地域と行政が連携し、協働して藤沢づくり
を進めていくための「役割の担い手」を示しています。
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表 17 市域全体と地域の課題状況（都市ビジョン１）
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表 18 市域全体と地域の課題状況（都市ビジョン２）
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表 19 市域全体と地域の課題状況（都市ビジョン３）
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